
368 CHEMOTHERAPY FEB.1984

DL-8280の 臨 床使 用経験

深谷一太

横浜逓信病院内科

新 しい合成 抗薗剤DL-8280に ついて,26例 の各種感染症患者に使用 した.内 訳は 呼吸器感 染症15

例,胆 道感 染症1例,尿 路感 染症10例 である。

臨床効果は,著 効1例,有 効23例,再 燃1例,無 効1例 であ った.細 菌学的効果は,判 定可能な12

例 中,消 失10例,不 明2例 であ った。

副作用は全例 に認 められなか った。検査値異常 を4例 について記蔵 したが,因 果関脈はすべて明らか

ではなかった。

DL-8280は,第 一製薬研究所で合成された オキサジン系の

合成抗菌剤であ り,グ ラム陰性菌のみならず.陽 性菌に対 して

も,好気性,嫌 気性菌を問わず,幅 広い抗菌スペクトルと,強

い抗菌力を有 し.他 剤と交差耐性を認めず,耐 性菌出現も認め

られず,実 験感染治療効果もすぐれている1.2)。とくに,セ フェ

ム系抗生物質の力の乏しい,腸 球菌に すぐれた抗菌力を有ずる

ことは注目される。

また,ヒ トに投薬したとき,生 体内代鮒をうける割合が低く,

類似構造の薬剤に比し,高 い血中濃度を示し,半 減期も6～7

時間と持続性にすぐれていることも報告された2)。

本剤の提供を受けて行った臨床経験について鞭告する。

臨 床 成 績

合計26例 の各種感 染症患者に経 口投与 した。投 与 は

1回100mg宛1日3回 毎 食 後 に行 った。投与期間は

2～15日 間 と症例に応 じて まちまちであった。

臨床成績 の一覧表をTable 1に 示す。

症例 内訳は,扁 桃炎8例,急 性 気管支炎1例,肺 炎3

例,陳 旧性肺結核+感 染1例,慢 性気管支炎の急性増悪

1例,気 管支拡張症+感 染1例,急 性胆道感染1例,急

性腎孟腎炎5例,急 性膀胱炎5例 である。 うち,入 院 患

者 は症例10,12,13,14の4例 であ り,他 は外来患者で

あった。

臨床効果は著効1例,有 効23例,一 旦有効 とみ え た

が再燃 した もの1例,無 効1例 と圧倒的 に有効以上の良

い成績 を収めた。

細菌学的効果 は,判 定可能な12例 中,消 失10例,不

明2例 で,菌 残存例 はみ られ なかった。

副作用は全例 にお いて認めなかった。

検査値異常の出現は,Table 2に 示 した ように表 中に

*印 のあるヘモグロビン減少1例
,血 小 板 増 加2例,

尿沈渣中赤血球増加1例 に とどまった。

つ ぎに,各 症例 について簡単 にのべる。

症例1は,投 与後 のヘ モグロ ビン量が前側の71%と

な って いた6し か し,赤 血球数.ヘ マ トクリ ッ ト側に

は,前 値 との差は乏 し く,解 釈困難な数側であったが,

一応記載 した。そ の後 の追跡はで きなかった6

症 例2,3は 同一例で,ま ず本剤300mgを2日 間服

用 した とき,息 音が 自ら治癒 した ものと考え中止したた

め,再 燃 を来 し,咽 頭痛 を再 び訴え,局 所に自苔を認め

た。 この ときの咽 頭粘液の培養 で,S.pyogenesを 検出

した。 さらに2日 間本剤 服用を追加 して。症状は消失し

た とい う。 菌の消長は調べ られ なかった。

症 例7で は,血 小板 数が29.8万 →43万 と,前値の144

%に 増 加 していた た め 記載 した.本 剤 との因果関係は

不明である。症例8で も,血 小板数が20.4万 →394万

と,前 値の193%,約2倍 に増加 したが,同 様に因果関

係は不 明である。 症 例7,8と もその 後の追 跡はできな

かった。

症 例9で は,投 与前尿沈渣 中赤血球陰性であったが,

投与後に1視 野 中5～10個 となっていた。 これ も本剤と

の因果関 係不明であるが,一 応記載 した。その後の追跡

はで きなか った。 また,本 例は投与前発熱なく,白血球

数正常,CRP陰 性 であ ったが,膿 性痰があり,培養によ

りイ ンフルエ ンザ菌 を検 出 した.菌 の消長は追跡しえな

かったが,白 色の粘液性 痰へ と好転 した。

症 例10,11,12は 軽症肺 炎例で,す べて良い経過を辿

り,セ フェム系注射剤 を用 いた ときと同様の臨床反応と

いえる印象を うけた。

症 例13は 不明の前投与薬剤により軽快 した状態 のも

の と思 われ た。X線 上,異 常陰影 とみられたものも不変

で,陳 旧性 の もの と考えた。不適切例であろう。

症例15は 血痰 で来院 したが.感 染症状はきわめて僅

かであ り,CRP(+)と 粘 液膿性疲少量のみであった。
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Table 1 Clinical results with DL-8280

n. f.: Normal flera

Case No. 2, 3: The same case

症例16は,本 剤300mg4日 間投与 によって も,右 季

肋部痛が収 まらず,38.0℃ の発熱持続 し,白 血球数 も増

加 した ので,無 効 と判定 し,入 院せ しめ,セ フェム系抗

生剤 の点滴静注によ り,3日 後下熱 し,症 状軽快 し,白
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血球数 正常化 した。

症例18は,前 投与薬剤 のた め,初 診時の中間尿 培 養

で菌 を認 めなか ったが,38.0℃ の 発熱 があつた。3日

後下熱 し,有 効 と判定 した。

症例20は,初 診時 の中間尿培 養によ り,来 皮ブ ド ウ

球菌 を103/ml認 め,尿 沈渣中の白血球 は1視 野1個 以

下 と少な く,有 意 といえない とも考え られ たが,発 熱が

2同 後収 まったので有効 と判定 した。菌 も消失 した。

症例23も,前 投与薬剤 があ り,初 診時の中間尿 培 養

が陰性 であった。 しか し,発 熱 と自血球増加 がみ られ,

これ らに奏効 し,有 効 と判定 した。

症例25は,菌 数計算が行われ ていなか っ た が,(廾)

はほぼ1051m1に 相 当す る菌数 とされ,投 与後陰性 とな

った。

考 察

DL-8280に ついて,呼 吸器お よび尿路感 染症 を 中 心

として,26例 の臨床経験を記述 した。従来,ピ リ ドンカ

ルボ ン酸 系の市販 の抗菌剤は,何 れ もグラム陰性桿菌 を

主 な目標 として用 いられてお り,呼 吸器感染症に対 する

適応 はないのが現況 である。

しか し,本 剤はグ ラム陽性菌に対 して も.経 口投与に

よ り十分効果が期待できるほどにMIC値 が小 さ く,呼

吸器感 染症 の多数 の症例にす ぐれた効果 を収 めている。

今回の軽症肺 炎にはすべて有効 であったが。軽症 例で

あったために有効 であったのか,ど の程度 の重症度の も

のまでに奏効するのか興味深い。患者 の病状が経 口投与

を可能 としている限 り,試 み られる価値 がある といえ よ

う。

点滴静注 は,患 者に とって も,医 療 スタッフに とって

も煩 わ しく,注 意義務 を要求 され るものである.従 来,

入院 ・点滴を指示 され て来た息者の一群が,経 口剤で治

癒 可能 となれば,大 きな福音 となるであろ う。

現在,AMPCと かABPCの 「ステル体の経 口投与に

よ り,多 くの肺 炎例が治癒 しているが,ABPC耐 性イン

フル エンザ菌 の分離が次第 に増加 に向 うことが確実観さ

れ る今 日,本 剤 登場の意義 は十 分あるといえよう。

最近検時 され たク ラブ ラン酸 との合剤は.AMPCの 価

値 をかな りの程度 宝で同復 させる ことができた。 この合

剤 と本剤 の存在は,耐 性 薗対策に対 して万全の構えとな

る とい うことがで きよ う.

本剤の副作用は きわ めて少ない ことが報告 され てい

る。 しか し,β-ラ クタム系抗生剤の有する安全性の大き

さには,そ の化学構造上 およばないのはやむを得まい.

重症例に対処す る とき.ど の程度 まで増 量可能か,どの

位 の期間安全 な投与 が約 束されるのかなどの点について

の知見 が期待 され る。

先 行 している ノルフ ロキサシ ンは本剤 と同系統の物質

であるが,抗 菌力 ・抗菌 スペ クトル ・体内動態などで相

違点が知 られ てお り,本 剤 との種 々の見地 か らの比較

が,両 者の正 しい認識のために求め られ よう。
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CLINICAL STUDIES ON DL-8280

KAZUFUTO FUKAYA

Department of Internal Medicine, Yokohama Teishin Hospital

A new synthetic antibacterial agent, DL-8280  was administered to a  total of 26 patients

with variety of infectious diseases, that is, 15 of respiratory, 1 of biliary and 10 of urinary tract

infections.

Clinically, one case was judged as excellent, 23 were good,  one was  recrudescent andone

was poor. At 12 patients to whom bacteriological effect was evaluable, causative organisms

were eradicated in 10, and remained unknown in other two cases.

No adverse effects were observed at all. Abnormal  laboratory findings were described in

4 cases, but the reciprocal relations were uncertain in every case.


